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　「新年のスタートダッシュ！」そんな勢いで駆け
出した、今年の新春マラソン大会。今年で 36 回目
を数える今大会は、4 歳から 82 歳の計 55 名が参
加し、日頃の健脚を競い合った。
　スポーツの基本、健康の基礎は走ることから。
今年も健康で元気な子どもたちの笑顔を見ること
ができるでしょう。



五
戸
町
長

　
三
　
浦
　
正
　
名

　

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
の
五
戸
町
で
あ
り
ま
す
が
、
災
害

に
つ
い
て
は
台
風
等
に
よ
る
多
少
の
被
害

は
あ
っ
た
も
の
の
大
き
な
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
８
月
の
低
温
と
日
照
不
足
に
よ

り
、
水
稲
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
、
地
域
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
大

き
な
減
収
に
は
至
ら
な
く
、
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
北
朝
鮮
に

よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
そ
し
て
核
実
験
で
あ

り
、
未
だ
に
解
決
の
糸
口
が
見
出
せ
な
い
事

態
に
大
き
な
恐
怖
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
と
し
て
は
、
五
戸
高
等
学
校
の
存

続
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
県
立
高
校
と
し

て
の
存
続
は
既
に
不
可
能
と
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
町
村
立
あ
る
い
は
私
立
と

し
て
存
続
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
現
在
も

調
査
、
研
究
を
継
続
中
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
五
戸
町
で
あ
り
ま
す

が
、「
五
戸
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
は
４
年
目
に
入
り
、
そ
の

財
源
を
国
の
交
付
金
に
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
交
付
要
件
の
変
更
等
に
よ
り
、

自
主
財
源
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
５
年
目
の

最
終
年
度
ま
で
に
は
、
内
容
は
と
も
か
く

と
し
て
も
事
業
そ
の
も
の
は
継
続
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、「
ひ
ば
り
野

団
地
建
設
事
業
」
は
、
最
後
の
団
地
集
会

所
が
完
成
し
、
10
数
年
に
及
ぶ
事
業
の
完

了
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
豊
間
内
小
学

校
の
廃
校
舎
の
活
用
で
あ
り
ま
す
「
ご
の

へ
郷
土
館
」
は
６
月
に
完
成
予
定
で
、
こ

れ
ま
で
分
散
保
管
さ
れ
て
い
た
文
化
財
等

を
展
示
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
「
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
で
策
定
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ほ
ぼ
完
了
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
」

で
は
、
農
道
・
農
業
用
排
水
等
の
測
量
設

計
が
実
施
さ
れ
ま
す
。「
ま
ち
の
駅
整
備

事
業
」
で
は
現
在
１
年
遅
れ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
実
施
計
画
と
運
用
管
理
等
の

準
備
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
の
５
月
16
日
に
十
勝
沖
地
震
の
発

生
か
ら
満
50
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
地
震

は
町
民
11
名
の
犠
牲
者
を
は
じ
め
建
物
・

道
路
・
農
地
等
に
莫
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
地
震
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の

年
を
迎
え
、
今
後
も
防
災
に
力
を
入
れ
て

参
り
ま
す
。

　

更
に
、
今
年
は
防
災
の
要
と
も
言
う
べ

き
新
た
な
消
防
署
も
完
成
し
ま
す
し
、「
地

域
防
災
計
画
」の
見
直
し
も
完
了
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
新
型
受
信
機
に
更

新
す
る
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
展
開
い
た

し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
理
解
、
御

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
の

 
ご
あ
い
さ
つ
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町
で
は
「
平
成
30
年
五
戸
町
表

彰
式
」
を
１
月
４
日
、
町
立
公
民

館
で
行
い
ま
し
た
。

　

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労

章
・
善
行
章
は
、
各
分
野
に
お
い

て
町
政
発
展
に
寄
与
し
た
人
や
、

町
民
の
模
範
と
な
る
活
動
を
し

た
人
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、 

今
回
は
功
労
章
11
名
、
善
行
章
６

名
が
受
章
さ
れ
、
三
浦
正
名
町
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

五
戸
町
表
彰
式

公
共
に
尽
く
し
た
方
々
を
表
彰

受章者の皆さん、おめでとうございます。

平成 30年五戸町表彰式受章者（敬称略）
■功労章

氏　名（年齢） 功　　　績 氏　名（年齢） 功　　　績

鳥谷部 禮三郎（71 歳）多年にわたり、副町長として町政に
貢献 髙 橋  正 之（75 歳 ）多年にわたり、教育長として町の教育

振興・教育行政に貢献

佐々木　福栄（69 歳）多年にわたり、農業協同組合役員と
して農業等の振興発展に貢献 鳥 谷 部　  聡（61 歳 ）

多年にわたり、自衛隊員として危険業
務に従事し国の安全確保に貢献

〔H29.11.3　瑞宝双光章〕

見 付  清 文（65 歳 ）
多年にわたり、日本郵政公社職員と
して郵政業務に貢献

〔H29.11.3　瑞宝単光章〕
鳥谷部　洋一（61 歳）

多年にわたり、消防団副団長等として
消防行政の向上に貢献

〔H29.4.29　藍綬褒章〕

横 澤  遵 幸（61 歳 ）
多年にわたり、消防団副団長等として
消防行政の向上に貢献

〔H29.11.3　藍綬褒章〕
奥 山  謙 二（63 歳 ）多年にわたり、納税貯蓄組合会計と

して、納税思想の普及高揚に貢献

最上  萬喜子（70 歳）　多年にわたり、納税貯蓄組合会計と
して、納税思想の普及高揚に貢献 川 村  秀 夫（68 歳 ）多年にわたり、納税貯蓄組合長として、

納税思想の普及高揚に貢献

荷 輕 井 秋 雄（70 歳 ）
多年にわたり、日本料理調理業務に
精励し他の模範

〔H29.11.20　青森県褒章（勤労）〕

■善行章
氏　名（年齢） 功　　　績 氏　名（年齢） 功　　　績

川 村  國 芳（69 歳 ）多年にわたり、民生委員児童委員と
して、地域住民の福祉活動に寄与 浅  山　　 栄（66 歳 ）多年にわたり、民生委員児童委員と

して、地域住民の福祉活動に寄与

中 野  清 治（70 歳 ）多年にわたり、納税貯蓄組合長として、
納税思想の普及高揚に寄与 小 泉  美代治（89 歳）畜産振興のために多額の寄附

藤  村　　 誠（63 歳 ）栄えある書を寄贈
㈱阿部繁孝商店
代表取締役社長 

阿  部　繁  之
教育施設等管理資金として多額の寄附
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公共下水道が整備された場合、下水道への切替時期は（回答数 357）問

47％
37％

3％

9％

4％

公共下水道切替時期

可能な限り現状のままとしたい

下水道へ切替えるつもりはない

できるだけ早く切替をしたい

家の建て替え等に併せ切替をしたい

その他

【アンケート調査結果の分析】
（１）アンケート調査結果の分析
　　調査時における現段階で、各整備事業の実施を希望する世帯数は、以下のように予測されます。
　　○整備処理方針で「公共下水道の整備を基本とする方針」を選択した世帯のうち、公共下水道切替時期
　　　で「公共下水道が整備された後、できるだけ早く切り替えをしたい」を選択した世帯の全体割合
　　　　168 世帯 /680 世帯（24.7％）が公共下水道での整備を希望している。
　　○整備処理方針で「合併浄化槽の整備を基本とする方針」を選択した世帯のうち、合併浄化槽設置手法
　　　で「個人設置型で設置したい」を選択した世帯の全体割合
　　　　97 世帯 /680 世帯（14.3％）が合併浄化槽（個人設置型）での整備を希望している。
　　○整備処理方針で「合併浄化槽の整備を基本とする方針」を選択した世帯のうち、合併浄化槽設置手法
　　　で「市町村設置型で設置したい」を選択した世帯の全体割合
　　　　74 世帯 /680 世帯（10.9％）が合併浄化槽（市町村設置型）での整備を希望している。

（２）今後の検討方針
　　これらの調査結果や意見を踏まえ、町関係部署や町議会議員などで構成する検討協議会により、町民に
　とってより良い整備処理方針や計画づくりに努めてまいります。

46％

12％

7％

35％

合併浄化槽設置手法

市町村設置型で設置したい

合併浄化槽を設置するつもりはない

個人設置型で設置したい

その他

１蛯川学区

５倉石地区

４浅田地区

３豊間内地区

２川内地区

20

79

28

37

4

3

13

5

10

14

75

14

24

5

3

9

3

3

公共下水道切替時期（地区別）
1

6

1

合併浄化槽の設置をする場合、合併浄化槽の設置手法は（回答数 213）問

個人設置型とは・・・市町村の補助金を活用し、個人等で浄化槽を設置し管理するもの。
市町村設置型とは・・市町村が公営事業として浄化槽を設置し、利用者からの分担金や使用料等により
　　　　　　　　　　管理するもの。

１蛯川学区

５倉石地区

４浅田地区

３豊間内地区

２川内地区

9

47

15

25

1

6

36

13

17

2

2

15

2

6

1

1

10

1

3

1

合併浄化槽設置手法（地区別）
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「五戸町汚水処理施設整備構想の
　　　　　　　見直しに関するアンケート調査」集計結果について
「五戸町汚水処理施設整備構想の
　　　　　　　見直しに関するアンケート調査」集計結果について

調査対象
　本調査は、町民の皆様が下水道事業や浄化槽整備事業に対し、どのようなご意見やご要望を持っておられるかを
把握し、今後の計画づくりの参考にさせていただくため、公共下水道及び農業集落排水を整備していない地域 1,988
世帯へアンケート調査を行いました。

回答率
　総配布数に対する回答率は 34.0％（680 世帯）でした。
　各地区の送付件数と回答件数は以下のとおりで、地区別の回答率に差は見られず、町民の意見は偏りなく反映されている
結果となりました。

表　送付件数と回答件数

地区名 送付件数 未送達件数 回答件数 回答率 自由記述件数
蛯川学区 214 うち 1 69 32.0％ うち    8
川内地区 1,024 うち 4 339 33.0％ うち   75

豊間内地区 264 うち 1 98 37.0％ うち   19
浅田地区 422 うち 2 154 37.0％ うち   36
倉石地区 64 うち 0 20 31.0％ うち    4

計 1,988 うち 8 680 うち 142

アンケート集計結果
　アンケート調査における質問事項は分類すると、調査対象者に関する事項（世帯構成、給水・排水種別）と汚水
処理施設整備方針に関する事項（整備処理方針、その推進理由と切替時期）に分けて行いました。
　今回の報告では、汚水処理施設整備方針に関する質問事項のうち、公共下水道と合併浄化槽のどちらの整備を希望するか、
また、その切替時期・設置手法について回答いただいた内容をグラフ等で示しております。

今後の生活排水処理の整備方針について（回答数 652）問

27％

25％

10％

30％

8％

整備処理方針

合併浄化槽を基本とし、
公共下水道は最低限の整備

公共下水道の整備を止めて、
合併浄化槽の設置を推進

長い年月をかけても公共下水道を
利用できるように整備

公共下水道を基本とし、実情に
応じて合併浄化槽を整備

その他

１蛯川学区

５倉石地区

４浅田地区

３豊間内地区

２川内地区

14

97

25

33

5

27

91

26

46

4

14

88

29

31

3

6

26

9

24

2

5

26

18

3

整備処理方針（地区別）

　「公共下水道の整備を基本とする
方針」は全体の 57％となり、「合併
浄化槽の整備を基本とする方針」は
全体の 35％となりました。
　「公共下水道の整備を基本とする
方針」を選んだ方には、公共下水道
推進理由と公共下水道切替時期の
設問へ進み、「合併浄化槽の整備を
基本とする方針」を選んだ方には、
合併浄化槽推進理由と合併浄化槽
設置手法の設問へ進み、回答いただ
きました。
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　五戸中学校出身
　　　三浦　真奈さん

　五戸中学校出身
　　　小泉　伶奈さん

　川内中学校出身
　　　若林　伶奈さん

　川内中学校出身
　　　佐々木　結生さん

　五戸中学校出身
　　　菊池　慶良さん

　五戸中学校出身
　　　藤田　康平さん

　五戸中学校出身
　　　佐々木　雅俊さん

　五戸中学校出身
　　　根岸　英介さん

　

白
梅
の
花
は
１
月
に
咲
く
花
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
花
言
葉
は

「
気
品
」。
20
歳
を
迎
え
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
と
て
も
ふ
さ
わ
し
い

言
葉
で
あ
る
。

　

新
成
人
た
ち
は
自
分
を
花
に
た
と
え
る
な
ら
ど
ん
な
花
言
葉

が
つ
け
ら
れ
る
の
か
。
そ
し
て
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
の
か
。

そ
ん
な
思
い
を
一
言
で
書
き
表
し
て
も
ら
っ
た
。

　

白
梅
の
花
は
１
月
に
咲
く
花
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
花
言
葉
は

「
気
品
」。
20
歳
を
迎
え
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
と
て
も
ふ
さ
わ
し
い

言
葉
で
あ
る
。

　

新
成
人
た
ち
は
自
分
を
花
に
た
と
え
る
な
ら
ど
ん
な
花
言
葉

が
つ
け
ら
れ
る
の
か
。
そ
し
て
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
の
か
。

そ
ん
な
思
い
を
一
言
で
書
き
表
し
て
も
ら
っ
た
。

成 
人 

式

成 
人 

式
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平
成
30
年
１
月
７
日
、
町
立
公

民
館
に
お
い
て
、
成
人
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
五
戸
町
で
新
成
人
と

な
っ
た
の
は
男
性
１
１
８
人
、
女

性
１
０
７
人
の
計
２
２
５
人
。
そ

の
う
ち
１
４
４
人
が
、
こ
の
日
の

式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
式
前
に
は
色
と
り
ど
り
の
華

や
か
な
着
物
や
凛
々
し
い
ス
ー

ツ
、
袴
姿
の
新
成
人
た
ち
が
町
立

公
民
館
前
に
集
ま
り
、
家
族
や
友

人
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
数
年

ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
た
ち
と
の

近
況
報
告
や
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
る
な
ど
、
無
事
に
こ
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
大
ホ
ー
ル
で
は
式
典
に

先
駆
け
て
、
少
年
五
戸
太
鼓
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
が
披

露
さ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を
祝

福
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
エ
ー
ル
を

受
け
取
っ
た
新
成
人
た
ち
は
、
ど
こ

か
大
人
び
た
表
情
に
見
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
厳
か
に
開
催
さ
れ
た

式
典
で
は
三
浦
町
長
の
挨
拶
を
は

じ
め
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
か
ら

の
祝
福
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
三
浦
町
長
は
新
成
人
を
祝
福

す
る
と
と
も
に
、「
人
生
の
根
っ

こ
は
五
戸
町
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て

ほ
し
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
、
新

成
人
へ
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
祝
福
の
言
葉
を
受
け
た

新
成
人
た
ち
。
全
て
の
新
成
人
を

代
表
し
て
成
人
式
実
行
委
員
長
の

木
村
龍
児
さ
ん
が
家
族
や
恩
師
、

友
人
が
見
守
る
会
場
全
体
に
向

け
、
こ
れ
か
ら
の
決
意
や
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
新
成
人
企
画
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
新
成
人
か
ら
集
め
た
両
親
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
や
恩
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
な

わ
れ
、
少
し
恥
ず
か
し
げ
な
表
情
を

浮
か
べ
な
が
ら
も
今
後
の
決
意
や
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
、
人
生
の
節
目
と
も
言

う
べ
き
成
人
式
を
終
え
ま
し
た

が
、
彼
ら
の
人
生
は
ま
だ
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
既
に
就
職

「新成人代表の言葉」
成人式実行委員長　木村龍児さん

　二十歳を迎え成人としての第一歩を踏み
出すにあたり、多くの皆様に私たちの門出
を祝福していただけることを新成人を代表
してお礼申し上げます。
　私は就職して 2 年が経ち、失敗から学ぶ
ことの大切さを感じました。社会に出て失
敗することは必ずあり、大事なのはその失
敗を次に活かすこと。これからも向上心を
持って、社会、地域に貢献していきたい。

し
、
社
会
人
と
し
て
生
活
を
送
っ

て
い
る
者
。
夢
に
向
か
っ
て
勉
学

に
励
ん
で
い
る
者
。
そ
れ
ぞ
れ
不

安
や
悩
み
を
抱
え
、
こ
れ
か
ら
も

幾
多
の
困
難
が
訪
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
こ
の
日
、
ひ

と
つ
の
大
き
な
扉
を
開
け
た
若
者

た
ち
は
、
社
会
へ
の
責
任
を
感
じ

つ
つ
喜
び
と
希
望
に
瞳
を
輝
か

せ
、
家
族
や
恩
師
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
胸
に
未
来
へ
向
か
っ
て
力

強
く
歩
き
出
し
ま
し
た
。

※
広
報
裏
表
紙
に
続
く
。　

　今年の新成人が生まれた 1997 年
　　　　　こんな出来事がありました！

出来事

・日本サッカー、悲願のワールドカップ出場

　（ジョホールバルの歓喜）

・消費税 5％に引き上げ

・「ババシャツ」流行

ヒット曲

・CAN YOU CELEBRATE ？　安室奈美恵

・硝子の少年　Kinki Kids

・HOWEVER　GLAY

1997 年生まれの有名人

・宇野昌磨　（フィギュアスケート）

・オコエ瑠偉（東北楽天ゴールデンイーグルス）

・松井珠理奈　（SKE48）
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主 な 出 来 事

楽
し
く
実
験
！

　
　

ワ
ク
ワ
ク
サ
イ
エ
ン
ス

　

平
成
29
年
12
月
24
日
に
五
戸
小

学
校
に
お
い
て
、「
世
界
一
受
け
た

い
授
業
」
な
ど
に
出
演
し
て
い
る
松

延
康
農
学
博
士
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
五
戸
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主

催
で
「
ワ
ク
ワ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
題

し
た
実
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

赤
十
字
奉
仕
団
施
設
訪
問

　

平
成
29
年
12
月
21
日
（
木
）、

五
戸
町
赤
十
字
奉
仕
団
（
三
浦
伸

子
委
員
長
）は
、お
年
寄
り
用
ベ
ッ

ト
の
マ
ッ
ト
上
に
敷
く
「
横
シ
ー

ツ
」
な
ど
の
介
護
用
品
を
製
作

し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
ヶ

所
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
を
受
け
た
さ
く
ら
荘
で
は

「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　

川
原
町
青
年
団
員
と
五
戸
中
学

校
サ
ッ
カ
ー
部
員
は
、
た
い
ま

つ
片
手
に
川
原
町
自
治
会
館
を

ス
タ
ー
ト
。
上
大
町
の
稲
荷
神
社
、

新
町
の
神
明
宮
、
川
原
町
の
八
幡
宮

の
順
に
供
え
餅
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
稲
荷
神
社
、
神
明
宮
、

八
幡
宮
に
は
初
詣
に
訪
れ
た
多
く

の
参
拝
客
が
訪
れ
、
今
年
一
年
の

無
病
息
災
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

実
験
シ
ョ
ー
で
は
子
ど
も
た
ち

の
目
の
前
で
不
思
議
な
現
象
を
起

こ
す
実
験
が
行
な
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
自
分
の
頭
の
中
で
試
行
錯

誤
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
体
験
型

の
実
験
と
し
て
、
科
学
を
用
い
て

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
成
す
る
実
験

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
色
と
り
ど
り
の
ス
ノ
ー
ド
ー

ム
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ク
ワ
ク
サ
イ
エ
ン
ス

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
年
へ
の
祈
願

　

平
成
30
年
１
月
１
日
（
月
）
元

旦
恒
例
の
裸
参
り
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

全
日
本
選
手
権　

金
メ
ダ
リ
ス
ト

　
　

太
田　

忍
選
手　

帰
郷
！

　

平
成
29
年
12
月
23
日
に
東
京
駒

沢
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
レ
ス
リ

ン
グ
、
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
60
キ
ロ

級
で
、
今
夏
の
世
界
選
手
権
同
級

を
制
し
た
文
田
健
一
郎
選
手
を
破

り
、
太
田
忍
選
手
が
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

太
田
選
手
は
「
勝
っ
て
も
ら
っ

た
メ
ダ
ル
は
と
て
も
嬉
し
い
。
こ

れ
か
ら
は
東
京
五
輪
出
場
を
目
指

し
、
五
戸
町
の
代
表
と
し
て
闘
っ

て
い
き
た
い
。」
と
力
強
く
語
り

ま
し
た
。

　

三
浦
町
長
は
「
国
内
に
も
文
田

選
手
を
は
じ
め
、
多
く
の
ラ
イ
バ

ル
が
い
る
。
そ
の
中
を
勝
ち
抜
い

て
東
京
五
輪
に
出
場
し
勝
利
し
て

も
ら
う
こ
と
が
五
戸
町
民
の
願

い
。」
と
語
り
ま
し
た
。
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【
五
戸
の
女
性
叙
勲
第
一
號
】

　

生
存
叙
勲
が
始
ま
っ
て
以
来
、

五
戸
地
方
で
女
性
と
し
て
「
女
の

勲
章
」
を
初
め
て
受
章
し
た
の
は

工
藤
田
鶴
子
で
あ
る
。

　

父
京
造
は
馬
町
（
博
労
町
）
で

災
害
に
あ
い
、
川
原
町
に
住
み
医

師
を
務
め
、
母
し
ん
は
昭
和
天
皇

の
皇
后
良
子
女
王
の
乳
子
を
５
年

務
め
る
。

　

田
鶴
子
は
大
正
３
年
、
五
戸
小

女
子
校
に
入
学
、
７
年
、
父
母
の

住
む
東
京
・
幡
代
小
学
校
に
転

校
。
戦
時
中
は
五
戸
に
疎
開
、
知

る
人
な
く
戦
後
再
び
知
人
の
紹
介

で
内
務
省
行
政
調
査
部
か
ら
警
察

本
部
刑
事
部
長
と
し
て
務
め
、
初

代
局
長
武
藤
文
男
か
ら
22
年
、
６

代
目
の
局
長
と
な
っ
た
。

　

昭
和
62
年
４
月
29
日
宮
中
鶴
見

の
間
で
勲
七
等
宝
冠
章
が
授
与
さ

れ
、
郷
里
五
戸
に
帰
郷
し
、
七
戸

町
の
知
人
ら
が
受
章
祝
賀
会
を
開

き
、
功
績
を
称
え
て
く
れ
た
。

　

晩
年
は
武
蔵
野
市
に
住
み
、
近

く
の
老
人
ホ
ー
ム
に
無
報
酬
で
奉

仕
を
続
け
、
老
衰
の
た
め
、
同
老

人
ホ
ー
ム
で
他
界
し
、
五
戸
専
念

寺
に
眠
る
。

　

国
家
警
察
本
部
職
員
十
数
人
は

退
職
記
念
に
石
灯
篭
を
贈
り
、
そ

の
時
の
灯
篭
が
子
孫
に
よ
っ
て
専

念
寺
入
り
口
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

【写真】五戸防犯協会

【写真】退職当時の工藤田鶴子氏

№ 251

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
�

　
五
戸
の
女
性
叙
勲
第
一
號　

な
ど
」

大
型
山
車
を
出
場
さ
せ
た
こ
と
が

あ
る
。）
近
年
は
山
車
10
台
に
な

り
６
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
山
車
の
制

作
準
備
を
始
め
て
い
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　

三　

浦　

榮　

一　
　
　

【
五
戸
八
幡
宮
の
大
改
築
】

　

五
戸
ま
つ
り
の
行
列
は
今
か
ら

１
４
８
年
前
（
明
治
２
年
）、
時

の
お
代
官
は
村
民
に
呼
び
か
け
、

初
め
て
馬
町
は
菊
万
の
鐘
馗
、
川

原
町
は
弁
財
天
を
出
し
、
各
町
内

は
か
そ
う
行
列
の
姿
で
上
宿
か
ら

神
明
宮
、
川
原
町
の
蒼
前
神
社
を

お
旅
所
（
神
様
が
休
む
所
）
と
し

て
行
列
が
町
を
一
巡
し
た
。

　

稲
荷
神
社
に
置
い
た
「
御
神

輿
」
は
江
戸
末
期
当
時
の
分
限
者

藤
田
重
蔵
が
京
都
か
ら
五
十
両
で

購
入
し
た
も
の
で
、
近
郷
近
在
の

人
々
か
ら
拝
ま
れ
た
。
稲
荷
神
社

の
祭
例
は
毎
年
９
月
４
日
か
ら
６

日
ま
で
の
３
日
間
行
わ
れ
、
期
間

中
に
は
角
力
（
相
撲
）
大
会
や
盆

踊
大
会
等
が
夜
明
け
ま
で
若
者
男

女
が
踊
り
明
か
し
た
と
い
う
。

　

昭
和
初
期
に
は
根
岸
八
幡
宮
の

大
改
築
が
行
わ
れ
、
昭
和
９
年
９

月
24
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。

同
年
か
ら
お
祭
り
の
行
列
は
八
幡

宮
ま
で
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
山

車
だ
け
は
川
原
町
通
り
で
休
み
、

引
き
返
し
て
３
日
目
は
川
原
町
か

ら
出
発
し
て
い
る
。（
昭
和
39
年

の
五
戸
三
社
大
祭
に
は
町
役
場
職

員
が
「
平
紫
宸
殿
奮
戦
の
場
」
の

【
56
年
前
に
生
ま
れ
た
防
犯
協
会
】

　

五
戸
防
犯
協
会
が
生
ま
れ
た
の

は
昭
和
37
年
２
月
20
日
で
今
か
ら

56
年
前
に
あ
た
る
。

　
「
犯
罪
の
な
い
町
を
つ
く
ろ

う
」
と
五
戸
青
年
研
修
所
に
各
町

内
代
表
が
集
ま
っ
た
。

　

設
立
総
会
に
は
６
町
内
の
正
副

会
長
や
学
校
長
な
ど
50
人
余
り
が

出
席
。
規
約
や
37
年
度
事
業
計

画
、
予
算
な
ど
を
決
め
、
会
長
に

は
川
﨑
嘉
保
氏
、
副
会
長
に
は
細

川
禅
規
氏
、
三
浦
正
四
郎
氏
が
選

出
さ
れ
た
。
最
後
に
は
出
席
代
表

三
浦
榮
一
氏
が
「
防
犯
と
交
通
安

全
を
全
町
民
一
丸
と
な
っ
て
お
し

進
め
よ
う
」
と
宣
言
し
た
。

　

主
な
行
事
予
定
は
、

■
４
月　
火
災
予
防
運
動
、
家
庭
防
犯
運
動

■
５
月　

行
楽
期
の
犯
罪
防
止

　
　
　
　

青
少
年
不
良
化
防
止

■
６
月　
防
犯
座
談
会
、
役
員
の
研
修
会

■
７
月　

定
例
防
犯
交
換
会

　
　
　
　

防
犯
映
画
会

■
８
月　

水
難
事
故
防
止

　
　
　
　

夏
休
み
防
犯
運
動

■
９
月　

三
社
大
祭
の
防
犯

　
　
　
　

防
犯
交
換
会

■
10
月　

交
通
安
全
運
動

　
　
　
　

防
犯
懇
談
会

■
11
日　
防
犯
診
断
、
定
例
情
報
交
換
会

■
12
月　

年
末
防
犯
運
動
、
役
員
会

【写真】根岸川原町八幡宮の落成式
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「五戸町婚活支援事業費補助金」をご活用ください。
　五戸町では、婚活（結婚活動）を支援するため、男女の出会いの場を提供する事業等を実施する団体に対し、
平成 28 年度から補助金を交付しています（平成 28 年度実績１件）。
1　対象となる団体
　（1）町内に活動主体等を有する公共的団体
　（2）本事業を実施する実行委員会等の団体
　（3）その他町長が適当と認める団体

2　対象となる事業
　独身男女の健全な出会いの機会を創出する交流会等であって、次の要件を満たすもの。
　（1）20 歳以上の独身男女を対象とすること
　（2）参加者は 10 人以上とし、その 2 分の 1 以上が五戸町に在住又は勤務するものとすること
　（3）参加者は男女同数を目標とすること
　（4）会場は原則として町内とすること

3　補助金額（1 件あたり）
　補助対象経費の合計金額の 4 分の 3 以内（町外の団体の場合は 2 分の 1 以内）の額（上限 30 万円）

4　補助対象経費
　講師謝礼、消耗品費、印刷製本費、広告料、会場使用料、機械等賃借料　等
　※飲食代や交通費・宿泊代は除きます。

5　申請方法
　五戸町ホームページにて申請書等をダウンロードできます。また、申請書等は役場地方創生推進室においても、
直接配布しております。
　このほか詳細につきましては、五戸町ホームページにて要綱をご覧になるか、担当課までお問合せください。

問役場地方創生推進室　☎ 62 － 2111　内線 226

「五戸町若者定住支援事業補助金」をご活用ください。
　五戸町では、若者の移住定住を促進するために、五戸町内の民間賃貸住宅に入居する若者夫婦世帯に対し、

家賃の一部を補助しています。

　補助金の手続き等は年 2 回に分けており、前期を 4 ～ 9 月分、後期を 10 ～ 3 月分としています。

1　対象となる世帯（以下すべてを満たすこと）

　　　（１）夫婦のいずれか又は両方が満 18 歳以上満 40 歳未満の若者夫婦世帯であること。
　　　（２）補助金を最後に受けた日以後、2 年以上継続して五戸町への定住を確約できること。
　　　（３）五戸町に住所を有し、町内の民間賃貸住宅に居住していること。
　　　（４）五戸町の町税等の滞納がないこと。
　　　（５）自治会に加入すること。
2　補助期間

　　　平成 32 年 3 月 31 日まで　※毎年度申請が必要です。

3　補助金額

　　　月額最大 2 万円

　　　※補助を受けた月数が通算で 36 ヶ月を超えた場合、それ以降は月額最大 1 万円となります。

4　申請期間（平成 29 年度後期分）

　　　平成 30 年 3 月 9 日（金）まで　※前期に申請済みの世帯は、必要ありません。

　　　※このほか条件がいくつかございますので、詳細につきましては、五戸町ホームページをご覧になるか、

　　　　担当課までお問合せください。

問役場地方創生推進室　☎ 62 － 2111　内線 226 再掲
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平
成
30
年
４
月
以
降
の
免
税
軽

油
に
係
る
免
税
証
の
交
付
申
請

を
、
次
の
と
お
り
「
仮
受
付
」
し

ま
す
。

　

な
お
、
免
税
証
の
交
付
は
、
平

成
30
年
４
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
受
付
日
時

　

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　

～
２
月
20
日
（
火
） 

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

■
申
請
受
付
場
所

　

三
八
地
域
県
民
局　

県
税
部
窓
口

■
提
出
申
請
書
類
等

　

印
章
（
ハ
ン
コ
）、
免
税
軽
油

使
用
者
証
（
前
年
以
前
交
付
の

も
の
）、
耕
作
証
明
書
（
農
業
委

員
会
発
行
）、
免
税
軽
油
の
引
き

取
り
に
係
る
報
告
書
、
軽
油
納
品

書
、
返
信
用
切
手
代
４
５
０
円
、

県
収
入
証
紙
代
４
０
０
円
（
使
用

者
証
の
交
付
日
が
平
成
28
年
３
月

１
日
以
後
の
方
は
不
要
）

■
注
意
事
項

　
「
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係

る
報
告
書
」
及
び
「
軽
油
納
品
書
」

の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
免
税
証

の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
新
規
で
申
請
さ
れ
る
方
」「
機

械
の
変
更
が
あ
る
方
」「
名
義
の

変
更
が
あ
る
方
」「
防
除
組
合
等

で
申
請
さ
れ
る
方
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
追
加
で
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
県
税
部
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。

問
三
八
地
域
県
民
局　

県
税
部

　

課
税
第
一
課　

笹
田

☎
27

－

５
１
１
１　

内
線
２
１
０

お

知
ら
せ

平
成
30
年
度
用
農
業
用
免
税

軽
油
の
申
請
仮
受
付
に
つ
い
て

　

現
在
、
各
地
域
に
お
い
て
平
成

30
年
10
月
に
総
務
省
統
計
局
が
実

施
す
る
「
平
成
30
年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」
の
準
備
事
務
（
単
位

区
設
定
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
準
備
事
務
で
は
、
調
査
を

円
滑
に
行
う
た
め
、
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
物
内
の
住

戸
数
や
、
寮
・
旅
館
・
事
務
所
な

ど
の
居
住
世
帯
の
有
無
を
確
認
し

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
役
場
企
画
振
興
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
３
５

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

の
準
備
事
務
実
施
の
お
知
ら
せ

■
採
用
職
種
（
配
属
先
）

　

臨
時
職
員
、
非
常
勤
職
員
、

一
般
事
務
（
役
場
本
庁
及
び
出
先

機
関
窓
口
業
務
）　

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
く
）

の
人
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

取
得
の
方
（
通
勤
可
能
な
方
）
及

び
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
方

■
勤
務
時
間
及
び
勤
務
内
容

▽
臨
時
職
員

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時　

　

１
日
７
時
間
45
分
勤
務
、
主
に

　

窓
口
業
務

▽
非
常
勤
職
員

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
の

　

う
ち
任
命
権
者
が
指
定
す
る
時
間
で

　

29
時
間
以
内
の
勤
務
、
主
に
窓
口
業
務

■
任
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日

　
　
　
　

～
９
月
30
日

（
更
新
に
よ
り
最
長
で
１
年
間
勤
務
可
能
）

■
募
集
受
付
期
間

　

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　

～
２
月
28
日
（
水
）

■
受
験
手
続

　

臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
登
録
申

請
書
及
び
履
歴
書
、
自
動
車
運
転
免

許
証
の
写
し
を
添
付
し
て
五
戸
町
役

場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
登
録

申
請
書
及
び
履
歴
書
の
用
紙
は
、

五
戸
町
役
場
総
務
課
、
川
内
支

所
、
浅
田
支
所
、
倉
石
支
所
に
あ

り
ま
す
。（
五
戸
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

登
録
を
受
付
後
、
登
録
者
へ
直

接
通
知
し
、
面
接
を
行
う
予
定
で
す
。

問
役
場
総
務
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
１
１　

雇
用
・
募
集

五
戸
町
臨
時
的
任
用

職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
対

象
と
し
て
、
平
成
30
年
度
五
戸
町

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

①
五
戸
町
に
住
所
を
有
す
る
者
の

子
で
あ
っ
て
、
高
等
学
校
、
専

門
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
に
進
学
又
は
在

学
し
て
い
る
人

②
学
業
成
績
が
優
良
で
、
身
体
健

康
な
人　

町
奨
学
生
募
集
に
つ
い
て

③
学
資
の
負
担
が
困
難
で
あ
る
人　

※
保
護
者
の
所
得
に
よ
り
、
貸
与

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
貸
与
額

①
月
額
４
万
円
以
内

　

大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
、　

　

高
等
専
門
学
校（
４
～
５
学
年
）

②
月
額
２
万
円
以
内　

　

高
等
専
門
学
校（
１
～
３
学
年
）、

　

高
等
学
校　

■
貸
与
期
間

　

正
規
の
修
学
期
間
内

　
（
休
学
、
留
学
期
間
は
除
く
）

■
貸
与
利
息　

無
利
子

■
償
還
期
間

　

貸
与
が
終
了
し
た
月
の
１
年
後

の
翌
月
か
ら
、
貸
与
期
間
の
２
倍

の
月
数
以
内

■
申
込
期
間　

　

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　

～
２
月
16
日
（
金
）

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
五
戸
町
教
育
委
員
会

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
教
育
課
、
川
内
・
浅

田
・
倉
石
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

問
五
戸
町
教
育
委
員
会
教
育
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
５
１
４
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■
日
時

　

平
成
30
年
２
月
３
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
荘

■
テ
ー
マ

　
「
知
っ
得
！
め
ざ
せ
健
康
生
活
！
」

①
新
井
田
先
生
か
ら
学
ぶ

　
　
　
「
生
活
習
慣
病
」
の
話

　

五
戸
総
合
病
院　

院
長
代
理

　

地
域
医
療
科
長　

地
域
連
携
室
長

　

新
井
田　

修
久　

先
生

②
健
診
で
元
気
度
ア
ッ
プ

　

五
戸
町
福
祉
保
健
課　

　

晴
山　

正
子　

保
健
師

③
口
腔
体
操
で
い
～
笑
顔

　

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ト
八
戸
西
病
院

　
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
科

　

言
語
聴
覚
士　
齊
藤　

由
佳　
氏

■
参
加
料　

無
料

■
対
象
者

　

五
戸
町
一
般
町
民
・
新
郷
村
一

般
村
民　

そ
の
他
関
心
の
あ
る
方

■
主
催

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
荘　
　

　
さ
く
ら
荘
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

■
後
援

　

五
戸
町
福
祉
保
健
課

　
新
郷
村
住
民
生
活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ

■
申
込
先

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
荘

☎
77

－

２
１
６
０

FAX 

77

－

２
７
６
６

問
役
場
福
祉
保
健
課　

介
護
保
険
班

☎
62

－

２
１
１
１

せ
く
だ
さ
い
。

問
三
八
地
域
県
民
局　

県
税
部

☎
27

－

５
１
１
１　

内
線
２
０
９

FAX 

27

－

３
８
１
７

お

知
ら
せ

介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内

　

不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新

築
、
増
改
築
し
た
と
き
や
、
土
地

や
家
屋
を
売
買
、
贈
与
、
交
換
な

ど
で
取
得
し
た
と
き
に
、
取
得
者

に
一
度
だ
け
課
税
さ
れ
る
県
の
税

金
で
す
。
税
額
は
、原
則
と
し
て
、

市
町
村
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
価

格
に
税
率
を
乗
じ
た
額
で
す
。
税

率
は
、
住
宅
及
び
土
地
の
場
合
は

３
％
、
住
宅
以
外
の
家
屋
の
場
合

は
４
％
で
す
。

　

な
お
、
住
宅
や
住
宅
用
地
を
取
得

し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
や

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
不

動
産
に
代
わ
る
不
動
産
を
取
得
し
た

場
合
等
に
は
、
申
請
に
よ
り
税
額
が

軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ

　

農
業
者
年
金
は
、
自
分
の
年
金

を
自
分
で
積
み
立
て
て
受
け
取
る

方
式
で
す
。
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

■
加
入
要
件

▽
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

　
（
保
険
料
免
除
者
は
除
く
）

▽
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

▽
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

■
農
業
者
年
金
の
特
徴

▽
自
分
名
義
の
農
地
を
持
っ
て
い

な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
も

加
入
で
き
ま
す
。

▽
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。

▽
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
農
業
の
担
い
手
と
な
る
方
に

は
、
保
険
料
の
補
助
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
農
業
委
員
会

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
７
３

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

農

業

者

年

金

加

入

申

込

み

に

つ

い

て

■
所
得
税
・
住
民
税

　

今
年
の
所
得
税
・
住
民
税
の
申

告
期
限
は
３
月
15
日
（
木
）
で
す
。

例
年
、
期
限
の
間
際
に
な
り
ま
す

と
申
告
会
場
が
混
み
合
い
、
お
待

ち
い
た
だ
く
時
間
も
長
く
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
費
税
・
地
方
消
費
税

　

県
の
税
金
で
あ
る
地
方
消
費
税

は
、
国
の
消
費
税
と
同
じ
申
告
書

で
一
緒
に
税
務
署
に
申
告
し
、
消

費
税
と
の
合
計
額
を
国
に
納
め
ま

す
。納
め
ら
れ
た
地
方
消
費
税
は
、

国
か
ら
県
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
年
の
個
人
事
業
者
の
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と

納
税
の
期
限
は
、４
月
２
日
（
月
）

で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
、
納
税
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
三
八
地
域
県
民
局　

県
税
部

　

課
税
第
一
課

☎
27

－

５
１
１
１　

内
線
２
１
０

申

告

は

お

早

め

に

　

家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の
発
生
予

防
や
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、「
家

畜
伝
染
病
予
防
法
」に
よ
り
、牛
、豚
、

馬
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
鶏
（
シ
ャ
モ
、

チ
ャ
ボ
、
ウ
コ
ッ
ケ
イ
等
を
含
む
）、

ア
ヒ
ル
、
キ
ジ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
等
を

飼
養
し
て
い
る
方
は
、
年
１
回
、
飼

養
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

提
出
場
所
、
期
日
等
は
次
の
と
お

り
で
す
が
、
報
告
す
る
に
あ
た
り
不

明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
報
告
様
式

　

八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所
又
は
役
場
農

林
課
に
て
配
布
、
若
し
く
は
家
畜
保
健
衛

生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■
報
告
書
の
提
出
先

　

役
場
農
林
課
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

■
報
告
期
限

　

平
成
30
年
２
月
28
日

問
八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
27

－

７
４
１
５

FAX 

27

－

７
４
１
８

問
役
場
農
林
課

☎
62

－

７
９
６
０

FAX 

62

－

２
２
１
５

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方

の
飼
養
報
告
に
つ
い
て

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６
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情報ステーション

【
如
月
展
示
会
】

■
日
時

　

平
成
30
年
２
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　

～
２
月
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
但
し
18
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所

　

町
立
公
民
館
１
階　

小
ホ
ー
ル

■
展
示
団
体

▽
五
戸
絵
画
ク
ラ
ブ

▽
パ
ー
プ
ル
藤
村
絵
手
紙
会

▽
公
民
館
講
座
（
絵
手
紙
）

【
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
魅
力
】

■
日
時

　

平
成
30
年
３
月
４
日
（
日
）

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　

開
演　

午
後
２
時

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　
　

タ
ー
ン
バ
ッ
ク

■
後
援　
　

町
立
公
民
館

【
帰ふ
る
さ
と郷
コ
ン
サ
ー
ト

　

小
玉
保
節
ピ
ア
ノ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
】

■
日
時

　

平
成
30
年
３
月
10
日
（
土
）

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

お

知
ら
せ

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

開
演　

午
後
２
時

■
会
場　

町
立
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

５
０
０
円
（
一
般
）

　

※
高
校
生
以
下
は
無
料

　
　
（
入
場
整
理
券
必
要
）

■
主
催　

五
戸
町
立
公
民
館

■
後
援　

五
戸
町
文
化
協
会

※
一
般
入
場
券
取
扱
場
所

　

町
立
公
民
館
・
川
内
・
浅
田
・

　

倉
石
各
支
所
・
金
沢
商
事
洋
品

　

部
・
文
屋
・
横
澤
商
店

※
入
場
整
理
券
は
各
学
校
に
て
希

　

望
者
に
配
布
し
ま
す
。

問
町
立
公
民
館

☎
62

－

５
１
１
１

【
不
動
産
・
福
祉
関
係
事
業
者

向
け
「
居
住
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」】

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
住
宅

確
保
要
配
慮
者
の
円
滑
な
入
居
と

居
住
支
援
の
実
現
に
向
け
て
。

■
開
催
時
間

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
20
分

■
入
場
料　

無
料（
要
事
前
申
込
）

■
演
題
・
講
師

▽
高
齢
者
の
福
祉
と
居
住
支
援
に
つ
い
て

　

青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
生
活
支
援
課
長　

鳴
海　

孝
彦　

氏

▽
障
が
い
者
の
福
祉
と
居
住
支
援
に
つ
い
て

セ
ミ
ナ
ー
及
び
相
談
会
の
ご
案
内

（
青
森
会
場
）

　
指
定
相
談
支
援
事
業
所　

青
森
中
央　

　

管
理
者　

西
村　

綾
子　

氏

（
八
戸
会
場
）

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

青
明
舎　

　

セ
ン
タ
ー
長　

森　

富
茂
子　

氏

（
弘
前
会
場
）

　

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
す
み
れ　

所
長　

川
村　

和
康　

氏

▽
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
制
度
と
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
に
つ
い
て

　

青
森
県
司
法
書
士
会

【
一
般
消
費
者
向
け
「
住
ま
い
と

空
き
家
の
相
談
会
」】

　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
の
確
保
と
、

空
き
家
等
の
適
正
管
理
及
び
有
効

活
用
に
向
け
て
。

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
入
場
料　

無
料（
要
事
前
申
込
）

■
相
談
員

　

宅
地
建
物
取
引
士
、
司
法
書
士

　

す
ま
い
ア
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

■
開
催
日
・
場
所

▽
青
森
会
場
（
ア
ス
パ
ム
）

　

平
成
30
年
２
月
６
日
（
火
）

　
セ
ミ
ナ
ー　

６
階　

八
甲
田

　

相
談
会　

８
階　

し
ら
か
み

▽
八
戸
会
場
（
は
っ
ち
）

　

平
成
30
年
２
月
14
日
（
水
）

　
セ
ミ
ナ
ー　

２
階　

シ
ア
タ
ー
２

　

相
談
会　

５
階　
レ
ジ
デ
ン
ス
Ｃ

▽
弘
前
会
場
（
ヒ
ロ
ロ
）

　

平
成
30
年
２
月
18
日
（
日
）

　
セ
ミ
ナ
ー　

３
階　
多
世
代
交
流
室
２

　

相
談
会　

３
階　
多
世
代
交
流
室
１

■
申
込
先

　

青
森
県
居
住
支
援
協
議
会

問
青
森
県
居
住
支
援
協
議
会

☎
０
１
７

－

７
２
２

－

４
０
８
６

FAX 

０
１
７

－

７
７
３

－

５
１
８
０

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や

外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・

在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

　
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

■
金
利　

年
１
・
７
６
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
年
１
・
３
６
％

　
（
平
成
29
年
12
月
13
日
現
在
）

■
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

■
Ｈ
Ｐ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

　

レ
イ
プ
や
強
制
わ
い
せ
つ
な

ど
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に

あ
っ
た
方
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら

の
相
談
を
受
け
、
要
望
に
応
じ
た

必
要
な
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
ま
す
。

■「
り
ん
ご
の
花
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
１
７

－

７
７
７

－

８
３
４
９

※
専
門
の
研
修
を
受
け
た
相
談
員

が
対
応
し
ま
す

■
相
談
受
付
時
間

▽
月
・
水

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

▽
火
・
木
・
金

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

問
青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

９
２
２
８

あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者

支

援

セ

ン

タ

ー
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健康づくり伝言板 ～健康知力アップ で 健康寿命アップ！～

今月のテーマ　「確かな知識と行動で守ろう！冬場の健康」

★冬場に多発　ノロウイルスによる感染症胃腸炎　※免疫力が低下した高齢者や乳幼児は要注意！

【問合せ】役場福祉保健課　62 － 7958（直通）

■ウイルスの特徴…熱に強い！乾燥に強い（空中に舞う）！だから感染力が強い！
■感染経路…………便や吐物のウイルスが直接口から。感染している調理員。
　　　　　　　　　汚染された貝類、井戸水、簡易水道から。
■症　　状…………感染後 24～ 48時間で嘔吐・下痢・腹痛・発熱（軽）が 1～ 2日続く。
　　　　　　　　　※症状が治まった後も感染力は残っている。
■対　　処…………下痢止めは安易に服用しない。水分や栄養補給。脱水症状の場合は受診！

　▽便や吐物を処理するときはマスク・ビニール手袋を着用。汚物はビニール袋に入れて捨てる。残った汚物には
　　ペーパータオルをかぶせ、その上から 50倍から 100倍に薄めた漂白剤をかけてしっかり拭く。
■予　　防…………①石けんでしっかり手洗　②タオルは共用しない
　　　　　　　　　③下痢や嘔吐のある人は調理しない
　　　　　　　　　④食品を加熱（中心部 85℃以上、1分以上）⑤上記▽に同じ

あたらない！あたってもマヒを残さない！
五戸町では、脳卒中の中の脳梗塞が依然として減少していない状況です。
長い間の生活習慣が原因でおこる動脈硬化を悪化させないことはさることながら、
脳卒中の 3つのサインが見られたら、すぐに救急車を呼びましょう。

　脳卒中の 3 つのサイン

　　　１つ…片方の手足にチカラが入らない

　　　２つ…何を言っているのか分からない

　　　３つ…顔半分がゆがんでいる

すぐに症状が消失した場合で

も、脳卒中の前ぶれですので、

必ず受診しましょう。

※脳梗塞を起こした血の塊を溶かす治療法（血栓溶解療法）は発症から（治療まで）の時間が勝負です。

平成29年中の交通事故発生状況
　
　■発生件数　　　3,258 件（前年比　－ 12.9％）
　■死 者 数　　　   42 人（前年比　－ 20.8％）
　■負傷者数　　　4,022 人（前年比　－ 11.4％）
　　※発生件数、負傷者数は平成 14 年以降 16 年連続で減少
　　※死者数についても、前年比 11 人減と大幅に減少
　
　１．高齢者（65 歳以上）の交通事故死者が 23 人と、全体の
　　　過半数（54.8％）を占める。
　２．歩行中の死者 15 人中、11 人が高齢者で約 7 割を占める。
　３．昨年に続き、子どもの死者があった。
　４．死者 42 人中、32 人に何らかの法令違反があった。
　　　（車両違反あり 20 人、歩行者違反あり 12 人）

　交通事故発生状況（H29.12.31 現在）

　平成 29 年中の交通死亡事故の主な特徴

【歩行中死者の昼夜別内訳】

■高齢者　昼間 0 人　夜間 11 人
■他年代　昼間 2 人　夜間 1 人
■子ども　昼間 0 人　夜間 1 人

子どもと高齢者を
事故から守ろう！
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◆図書館新着Books ◆
●開館時間　平日 10:00 ～ 18:00、土・日・祝日 9:00 ～ 17:00
● 2 月の休館日　5 日、13 日、19 日、26 日、28 日
●問い合わせ先　五戸町図書館　☎ 61 － 1040

【今月のおすすめ】
卑劣犯

（笹本稜平／著　光文社）
生活安全部の現職警部補が轢き殺された。
轢いたのは上司の車だが、事件の 2 日前
に盗難に遭っていたという。「警察の警察」
警務部監察係の面々は内部犯を疑い、調査
をはじめるが ･･･。『小説宝石』連載を単
行本化。

おもちのかみさま
（かとうまふみ／著　佼成出版社）
はじめはやわらかかったのに、長い時間が
経って、身も心も硬くなったおもち。「わ
たしは特別なおもちだ。食べられるなんて
まっぴらごめん！」と、旅に出たが・・・。
ガンコなおもちの運命やいかに⁉

■一般　■ヤングアダルト
子どもと楽しむ日本びっくり雑学 500（西東社編集部編）
15 歳のコーヒー屋さん　発達障害のぼくができること （岩野響）
あんた、ご飯食うたん？子どもの心を開く大人の向き合い方 （中本忠子）
医者が教える最強の栄養学 （伊藤豊）
登紀子ばぁばの昔ながらのおかずをきちんと作るコツ （鈴木登紀子）
脳活性折り紙全集 （ブティック社）
背中、押してやろうか？ （悠木シュン）
思えば、孤独は美しい。 （糸井重里）
遺言 （養老孟司）
北のロマン　青い森鉄道線 （西村京太郎）

■児童
幕末維新人物大図鑑 （本郷和人）
あかちゃんパンダ（パンダだいすきシリーズ）（しゅう　もうき）
すみれちゃんのお片づけ 12 ヶ月 （渡辺ゆき）
ピースワンコ物語　犬と人が幸せに暮らす未来へ （今西乃子）
爆笑！感動！スポーツ伝説超百科 （オグマ　ナオト）
男子☆弁当部 （イノウエ　ミホコ）
大どろぼうジャム・パン （内田麟太郎）
おちたらワニにたべられる！ （さいとう　あかり）
チリとチリリゆきのひのおはなし （どい　かや）
今、世界はあぶないのか？ （ハナネ・カイ）

【五戸ちゃんねる】
～ 2 月の見どころ（予定）～

●五戸町成人式
　平成 30 年 1 月 7 日（日）に町立
公民館で行われた成人式の様子を
お伝えします。今年も、実行委員
主体の運営で新成人たちの門出を
祝う厳かで温かみのある式となり
ました。

※ 1 月 15 日時点の情報です。
※番組名は全て仮称です。また、
番組内容は予告なく変更する場
合がありますので、テレビ番組
表（五戸ちゃんねる 11ch）にて
ご確認ください。

　〝五戸ちゃんねる〟（11ch）は
五戸町ケーブルテレビにご加入の
全ての方々に無料で提供していま
す。
　五戸町ケーブルテレビは加入者
全員から集める使用料でその施設
の維持管理を行っております。
　五戸町ケーブルテレビの運営に
ついて、ご理解とご協力をお願い
します。
　なお、ケーブルテレビ使用料に
はＮＨＫ受信料・ＢＳ受信料等は
含まれておりません。各自でＮＨ
Ｋに受信料をお支払いください。

ごのへ★スポーツナビゲーション
★スポーツ栄養教室「食からアンチエイジング（老化予防）」
　平成 29 年 12 月 4 日（月）、五戸町立公民館において、五戸町管理栄養士の伊藤
洋輔氏と五戸町食生活改善推進委員の方々を講師に招き「食事から老化予防」をテー
マに、参加者 23 名のもとスポーツ栄養教室を開催しました。講話では、「1日 3回、
主食・主菜・副菜をそろえる」、「乳製品を 1日 1回食べる」、「食事を毎日の楽しみ
にする」という内容をそれぞれについて分かりやすく説明がありました。
講話後、食生活改善推進員の方々が考案した老化予防メニューの「切干大根のミル
ク煮」と「甘納豆ケーキ」の試食をし、参加者はレシピの説明にうなずいていました。

【問合せ先】
　公益財団法人五戸町スポーツ振興公社
　五戸町スポーツクラブ
　☎ 62 － 2301　FAX 62 － 2365

★2月休館日
五戸ドーム：7 日、14 日、21 日、28 日
倉石スポーツセンター：21 日

★第 25 回五戸町長杯争奪ソフトボール大会
　平成 29 年 10 月 13 日（金）から 12 月 15 日（金）までの計 7日間をかけ、五戸
ドームにおいて、標記大会を開催しました。Ａブロック 10 チーム、Ｂブロック
3チームの計 208 名が参加しました。Ａブロック（中学生野球部員、高校生以上の
野球経験者で構成されたチーム）は、予選リーグ後の勝ち残った 4チームで決勝
トーナメントを行いました。決勝戦では、9対 8 の乱打戦を 1点差という僅差で
制し、Miyuking が優勝しました。Ｂブロック
（小学生、野球、ソフトボール経験のない中学生
や女性で構成されたチーム）は、3 チームで
リーグ戦を行いました。最終試合、優勝をかけ
た五戸ＢＢＣ同士の一戦は、逆転サヨナラ勝ち
でＡチームが勝利し、優勝しました。



広報ごのへまち・2018-01 16

広
報

 ご
の

へ
ま

ち
v
o
l.7
0
3

2018
年
1
月
26
日
号

発
行

　
青

森
県

五
戸

町
／

編
集

　
企

画
振

興
課

〒
039-1513　

青
森

県
三

戸
郡

五
戸

町
字

古
舘

２
１

－
１

TEL 0178-62-2111
／

FA
X 0178-62-6317

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
E-m

ail　
koho@

tow
n.gonohe.aom

ori.jp

青
銀
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
小
坂
章

会
長
）
よ
り
、
人
材
育
成
基
金
と

し
て
８
万
８
千
円
を
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

町 の 人 口
（前月対比）（前月出生数）

男 8,485 人 （－ 7 ） 6人

女 9,142 人 （－ 12 ） 3人

総人口 17,627 人 （－ 19 ）

世帯数 7,045 世帯（－ 8 ）

平成 30年 1月 1日現在

「消費生活相談」を八戸圏域の８市町村が
　　　　　　　　　　　連携して�行います。
　悪質商法、振り込め詐欺、多重債務など消費生活に関する苦情・
相談等について、八戸圏域８市町村（八戸市・三戸町・五戸町・
田子町・南部町・階上町・新郷村・おいらせ町）では、協定に基
づいて平成 26 年度から相談窓口を八戸市に集約し、広域的な対応
を行っています。
　町単独で専門相談員を配置することは費用対効果の観点から
困難であるため、広域連携により八戸市消費生活センターに専
門相談員を 1 名増員し、相談体制・機能強化を図るとともに、 
広域的な情報収集による消費者被害の未然防止や早期解決を図ります。
　当町ではこれからも、住民の皆様が安全に安心して暮らせる地
域社会づくりを目指し、地域や関係者の皆様との連携を深めなが
ら消費者被害の未然防止に向けた啓発活動を進めていくとともに、
自立した賢い消費者の育成に消費者行政の分野からも継続的に取
り組んでまいりたいと考えています。

平成 30 年 1 月　五戸町長　三 浦 正 名

役場担当：住民課　☎ 62 － 2111（内線 111）

悪質商法、振り込め詐欺など消費者トラブルの相談は！

八戸市消費生活センター　　☎４３－９２１６
所 在 地　〒０３１－８６８６
　　　　　八戸市内丸一丁目１－１　八戸市庁　別館５階
相談受付　月～金曜日　午前８時 15 分～午後５時
　　　　　（祝日・年末年始除く）



診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ ○ ○ ○

新井田修久 院 長 代 理 ○ ○ ９：００～消化器検査 ○午後消化器検査 ○
岡 本 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○
佐 藤 和 則 科 長 ○午後消化器検査 ○ ○ ９：００～消化器検査 ○
応 援 医 師八 戸 市 民 病 院

救命救急センター ○※第4のみ
鎌 田 耕 輔 弘 前 大 学 ９：００～消化器検査

【糖尿病外来】坂 本 拓 矢 八戸市民病院 ○
【糖尿病外来】崎 原　 哲 労 災 病 院 2/3予約制
【糖尿病外来】松 橋 昭 夫 公立置賜長井病院 2/9・23予約制
【循環器内科】三 浦 昌 人 東北大学教授 2/1予約制 2/9・16・23予約制
外 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ 午後　乳腺・甲状腺外来

安 藤 敏 典 院 長 ○ ○
佐 藤 英 昭 東 北 大 学 ○ ○

【泌尿器科】応 援 医 師 弘 前 大 学 ○
産 婦 人 科 井戸川敏彦 特 別 参 事 ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 東 北 大 学 2/2・16
小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 弘 前 大 学 2/1・15　9:30～
整 形 外 科 三 上 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 労 災 病 院 2/3・17
脳 神 経 外科 深 瀬 栄 一 医 療 局 長 ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 2/3・10・17・24予約制
耳鼻いんこう科 袴田真理子 八 戸 市 ○ ○

佐 々 木 亮　弘 前 大 学 ○
高 畑 淳 子 弘 前 大 学 2/3・17

皮 膚 科 柿 﨑 彩 東 北 大 学 ９：００～ ９：００～
○診療日・担当医等の予定は、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
○糖尿病外来（第1土曜日）・・・・・・・・・受付時間　７：３０～１０：００
○糖尿病外来（第2・4金曜日）・・・・・・・受付時間　７：３０～１４：００
○小児科予約診療（月曜日～金曜日）・・・・・診療時間１５：００～１６：３０
　（ただし、健診等のため午後の診療をできない日がありますので、電話でご確認ください。)
○他医療機関で受診している方は、紹介状をご持参ください。
●第２・４土曜日は、眼科以外全科休診です。
●内科・外科・産婦人科・脳神経外科は、毎週土曜日休診です。
◎平成29年6月1日から22時以降の救患で点滴を要する場合は、入院とさせていただきます。
　患者さんの安全と救急外来職員の負担軽減のためですので、ご理解をお願いいたします。
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救急病院 インフルエンザが流行しているため、入院患者様への面会を禁止さ
せていただいております。遠方からのご来院であっても 面会をお断
りする場合があります。入院患者様を感染から守るためですので、
ご理解とご協力をお願い申し上げます。敷 地 内

全 面 禁 煙

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 30 年 2 月 1 日現在

救急指定病院
問 五戸総合病院　
☎ ６１－１２００



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

くらしやお金に関する無料相談会～解決の糸口を見つけに行こう！～

日　時　　2 月 17 日（土）　10：00 ～ 16：00
場　所　　消費者信用生活協同組合八戸事務所（八戸市八日町 36・4 階）
内　容　　専門スタッフや弁護士、保健師、社協相談員が借金返済、相続、
　　　　　離婚、ＤＶ、介護問題、ひきこもり、依存症などの相談に対応
連絡先　　事前に電話で消費者信用生活協同組合（　 0120 － 102 － 084）まで
問役場住民課　☎ 62 － 2111（内線 111）

日 記念日等 行事等

17 土 ツタンカーメン
王墓発掘の日

五戸町子育てメイト子どもフェスタ「ひなまつり会」10：00 ～ 12：00 町立公民館　和室

18 日 ● 五戸町スキー・スノーボード教室  7：15 ～ 17：30
奥中山高原スキー場

（岩手県一戸町）

19 月 食育の日
● とことん元気教室（中市地区）  9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

20 火

21 水 4 か月児健康診査（平成 29 年 10 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

22 木 猫の日 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

23 金
● トコトコ教室（川内地区）  9：30 ～ 11：30 瑞穂館

● 健康のつどい（川内地区） 13：00 ～ 15：10 瑞穂館

24 土

25 日

26 月
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

27 火 ● 行政相談 13：00 ～ 15：00 町立公民館　児童室

28 水 麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

今月の納期

納期限 2 月 28 日（水）

国民健康保険税 第 8 期

五戸町子育てメイト子どもフェスタ「ひなまつり会」

～子育て奮闘中の皆さん、子育てメイトと一緒に親子で楽しいひとときを過ごしませんか～
■日　時　平成 30 年 2 月 17 日（土）午前 10 時～正午　　　　
■場　所　町立公民館　和室
■対　象　0 歳～就学前の子どもと保護者（兄弟・祖父母の方も大歓迎）
■定　員　おおむね 25 組（※子どもの人数が 30 人になり次第締め切ります。）
■参加費　子ども一人 100 円（おやつ代）
■申　込　2 月 8 日（木）までに各地区の子育てメイト、又は役場福祉保健課まで。
問役場福祉保健課　☎ 62 － 2111　内線 138
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このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。
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平成29年度
2 月

日 記念日等 行事等

1 木 県民交通安全の日 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

2 金
● トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

● 健康のつどい（豊間内地区） 13：00 ～ 15：10 豊間内地区コミュニティセンター

3 土 節分

4 日

5 月 プロ野球の日
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

6 火 ● 人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

7 水
● 移動献血  9：30 ～ 12：00

13：30 ～ 16：00 五戸町役場・五戸総合病院

3 歳児健康診査（平成 26 年 10 月・11 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

8 木
● 移動図書館巡回日  9：00 ～ 12：00 地区巡回
● とことん元気教室（石沢地区）  9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

9 金
● トコトコ教室（旧町内地区）  9：30 ～ 11：30

13：30 ～ 15：30 五戸町立公民館

● 健康のつどい（浅田地区） 13：00 ～ 15：10 浅水活性化センター

10 土

11 日 建国記念日 ● おはなし会 10：30 ～ 11：15 図書館

12 月 振替休日

13 火 ● 行政相談  9：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

14 水 ● 如月展示会（～ 2 月 18 日（日）まで）  9：00 ～ 17：00 町立公民館　小ホール

15 木 高齢者交通安全の日
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課
● 健康のつどい（倉石地区） 13：00 ～ 15：10 倉石コミュニティセンター
● まける市

16 金
● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30 ～ 11：30 豊間内地区コミュニティセンター
● とことん元気教室（又重地区）  9：30 ～ 11：30 倉石温泉

6 か月児健康相談（平成 29 年 6 月・7 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター
● まける市

経営のお悩み、あなたは誰に相談しますか？
　よろず支援拠点は、国が全国各地に設置した経営相談所です。

　創業したい！売り上げを伸ばしたい！新商品を開発したい！

　経営のお悩み、あなたは誰に相談しますか？青森県よろず支援拠点では、

8つの分野のプロフェッショナルが無料でご相談に応じます。まずは電話を！

問公益財団法人　21 あおもり産業総合支援センター　☎ 017 － 721 － 3787
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平成29年度
3 月

月間メモ
3 月　4 日（日）　スプリングコンサート

3 月 10 日（土）　帰郷コンサート　小玉保節ピアノ・カルテット

日 記念日等 行事等

1 木 県民交通安全の日 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

2 金
● トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

10 か月児健康相談（平成 29 年 4 月・5 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

3 土 ひなまつり

4 日

5 月
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

6 火

7 水 1歳6か月児健康診査（平成28年8月・9月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

8 木 ミツバチの日
● 移動図書館巡回日  9：00 ～ 12：00 地区巡回
● とことん元気教室（石沢地区）  9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館
● まち・カフェ 10：00 ～ 12：00 五戸総合病院
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

9 金 ● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30 ～ 11：30 豊間内地区コミュニティセンター

10 土 ● 帰郷コンサート 小玉保節ピアノ・カルテット 14：00 開演 町立公民館　大ホール

11 日 パンダ発見の日 ● おはなし会 10：30 ～ 11：15 図書館

12 月
● とことん元気教室（中市地区）  9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室
ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

13 火
● 暮らしの相談会 10：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

● 行政相談 13：00 ～ 16：00 倉石コミュニティセンター

14 水 4 か月児健康診査（平成 29 年 11 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

15 木 高齢者交通安全の日 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

16 金
● トコトコ教室（川内地区）  9：30 ～ 11：30 瑞穂館
● とことん元気教室（又重地区）  9：30 ～ 11：30 倉石温泉

2歳6か月児健康相談（平成27年8月・9月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

平
成
30
年
度
町
民
税
・
県
民
税
申
告
相
談
会
（
２
月
５
日
～
３
月
15
日
）

● スプリングコンサート マーチングバンドの魅力 14：00 開演 町立公民館　大ホール

● 初午 中心商店街ほか


